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 １．調査目的 

  
  掘削調査は、不適正処分の状況を調査することにより、生活環境保全上の支障除去の検討及び

不適正処分を行った事業者等の責任を追及するために実施する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２．調査箇所の選定 

  

 2.1 選定方法 

  掘削調査箇所の選定は、埋立経緯や元従業員の証言及びこれまでのボ－リング・分析調査結果などか

ら選定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  2.2 掘削調査箇所 
  図 2.2-1に掘削調査箇所を示す。掘削調査の箇所は下記の５ブロックとした。 
 
          掘削調査箇所     掘削方法      調査箇所数                

   Ⅰブロック  西市道側法面   ﾊﾞｯｸﾎ-による掘削     ２箇所 
   Ⅱブロック  処分場上面    ケ－シング掘       ８箇所  
   Ⅲブロック  処分場上面    ﾊﾞｯｸﾎ-による掘削     １箇所  

Ⅳブロック  処分場上面    ﾊﾞｯｸﾎ-による掘削     １箇所 
Ⅴブロック  正面入口付近   ﾊﾞｯｸﾎ-による掘削     １箇所 
 

①埋立経緯・状況

の把握 

②元従業員への 

照会 

③元従業員の 

証言 

④追加（ボ－リン

グ）調査結果 
⑤ＲＤ社資料 

○ 許可・申請 
書類 

○ 航空写真 
○ 県指導記録 
○ RD社報告 
資料 

○ 元従業員に対

する文書照会

○ 聞き取り調査

○ 陳述書 
○ 住民団体から

の提供資料 

○ 廃棄物分析 
結果 

○ 浸透水分析 
結果 

○ ガス調査結果

等 

○ ＲＤ社管理

資料等 

総合的な検討 

ドラム缶等違法廃棄物の埋立時期及び埋立箇所の推定

掘削調査箇所及び掘削方法の決定 
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Ⅱブロック

Ⅰブロック 

Ⅲブロック 

Ⅳブロック

図 2.2-1 掘削調査箇所位置図 

Ⅴブロック
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Ⅱブロック 

Ⅰブロック 

Ⅲブロック 

Ⅳブロック 

参考写真 2.2-1 掘削調査箇所位置図 

Ⅴブロック
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○Ⅰブロック （西市道側法面：ﾊﾞｯｸﾎ-による掘削：２箇所） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○Ⅱブロック （処分場上面：ケ－シング掘：８箇所） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○Ⅲブロック （処分場上面：ﾊﾞｯｸﾎ-による掘削：１箇所） 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 

○Ⅳブロック （処分場上面：ﾊﾞｯｸﾎ-による掘削：１箇所）      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○Ⅴブロック （正面入口付近：ﾊﾞｯｸﾎ-による掘削：１箇所） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

D-3

市道

RD正面入口
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３．調査方法 

 
3.1 Ⅰブロック  

  1) 掘削方法  

 当該箇所の掘削調査は、図 3.1-1に示す掘削手順で行う。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

2)仮置きの飛散・流出防止対策及び掘削法面の保護対策について 

 
  (1) 仮置き箇所及び飛散防止対策 

  法面の掘削量（廃棄物）は約 8,000m3である。これらの廃棄物は処分場上面に仮置きをする。 
  仮置きする箇所には事前に土木シ－ト等を敷設し、その上に掘削した廃棄物を仮置きし、仮置した廃

棄物表面には、飛散・流出防止のためシ－トで覆う（図 3.1-2参照）。 
なお、廃棄物の掘削時や仮置き時に木くずやドラム缶、特定廃棄物等が発見された場合は、重機や人

力等により分別除去を行い、適切に処分する。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           図 3.1-2 飛散防止のためのシ－ト養生 

 

(2) 掘削法面（仮法面）の保護対策 

  掘削法面は、図 3.1-3に示すように遮水性のシ－トで覆い法面保護を行う。 
  シ－トには、風で飛ばないように鉄筋（D13）を差し込んで固定する。 
なお、市道面高より下部の掘削区間は、掘削した土砂または廃棄物により重機で十分締め固めを行い

埋め戻す。 
         
 
 
 
 
 
 
 
 
 

処分場上面に仮置き

シ－トの重ね代は約 40cm 

図 3.1-1 法面掘削の手順 

市道を運搬路

市道を運搬路

処分場上面を 

運搬路として利用

掘削した法面は、速

やかにシ－トにより

保護を行う。 

飛散防止のためのシ－ト養生 

図 3.1-3 掘削法面の保護対策 
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3.2 Ⅱブロック  
  ケ－シング掘の掘削調査は、図 2.2-1に示す８箇所で行う。 
  
1) 掘削調査深度 

  掘削調査深度は、地山を１ｍ程度確認するまでの深度とする。図 3.2-1 に掘削調査付近の地質

断面図を示すが、当該位置での地山深度（Kc3層）は約 GL-22mと推察される。よって、ケ－シ
ング堀の１本当たりの掘削深度は L=23mとする。 
 なお、当該地点付近の Kc3の層厚は比較的薄いため、明らかに地山を確認できた場合はその深
度で掘止めとする。 

 
 
 
 
 
 
 
                
 
 
 

 
 図 3.2-1 地質断面図 （③－③’’断面） 

 2) 掘削方法  

  掘削は図 3.2-2に示すケ－シング掘削重機を用いて行う。 
  本工法は先端にチップを装着したケ－シングチュ－ブを 
押し込み、ケ－シングチュ－ブ内の土砂を掘削本体のハン 
マグラブを用いて掘削排土する工法である。 
  

 
 
 
 
 
 
 
                                 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             図 3.2-3 ケ－シング掘の掘削作業手順の概念図 

ケ－シング堀の調査区間 

廃棄物 22m 

地山（Kc3 層）

図 3.2-2 ケ－シング掘削重機 

作業範囲を明示
するロ－プ 

敷鉄板範囲

１本（3m）当たりケ－シング掘

削毎に廃棄物の観察を行う。

掘削深度毎に、廃棄

物を仮置きし、廃棄

物の種類等を観察し

ていく。 

③’ ③ 

③

③’
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3) 掘削及び埋め戻しの手順 

 図 3.2-4に示す手順により掘削調査を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                

図 3.2-4 掘削及び埋め戻しの手順 

 
 

4) 分析試料の採取と分析項目 

  掘り上げられた廃棄物は、地表面に深度毎に仮置きし、廃棄物の種類等を観察する。 
観察後、必要に応じて分析試験用として廃棄物の一部を採取する。 

   分析項目は揮発性有機化合物の項目を基本とする。但し、掘り上げられた廃棄物の種類によっ

ては分析項目の変更もある。 
 
 
 
 
 
 
 
 

3.3 Ⅲブロック  
    バックホ－により、掘削調査を行う。掘削に伴い焼却灰の範囲が確認できた段階で掘削調査を終了す
る。 掘削深度は 1mとするが、焼却灰の埋め立て深さによって変更する。 

  埋め戻しは掘削物を埋め戻す。埋め戻しの際は重機により十分締め固めを行う。 
   
  3.4 Ⅳ、Ⅴブロック  
  バックホ－により、掘削調査を行う。掘削範囲は図 3.4-1に示し、掘削深度は５mとする。掘削法面
勾配は 1:0.5とし、図 3.4-2を定規断面として掘削し、掘削調査完了後は掘削物（廃棄物）により埋め
戻しを行う。なお、掘削底面で作業を行う場合は、送風機等で十分換気をする。 
   
 
 
 
 
          
 
 
 
 
 
 
                    

 
 
 
                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                  

図 3.4-2 掘削定規断面 

目視による廃棄物の種

類の観察・写真撮影 

調査地点の測量（位置だし） 

掘削重機の搬入・セット 

掘 削

１回の掘削 3m 単位に観察 

掘削完了

埋め戻し

重機移動

 終 了（掘削８箇所） 

Ⅲブロック 

Ⅳブロック

図 3.4-1 掘削位置図

A 

B C

埋め戻しは１孔毎に行う
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25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5

工種等 単位 数量 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

準備工

伐採

測量丁張

掘削

Ⅰブロック 法面部（２箇所） ｍ3 8800

Ⅱブロック ケーシング堀 本 8

Ⅲ、Ⅳ、Ⅴブロック ｍ3 3600

埋め戻し

Ⅱブロック ケーシング堀 ｍ3

Ⅰブロック 法面部（床堀部 ｍ3 640

Ⅲ、Ⅳ、Ⅴブロック ｍ3 3600

シート養生（法面、仮置き部）

雑物除去

上段３７００ 中段２９００ 下段床堀

工　　程　　表

９月 １０月 １１月掘削調査工事

４．掘削調査のとりまとめ 

 

 各ブロックでの掘削調査に対して、以下の項目についてとりまとめる。 

    

   ①作業日毎に掘削範囲が判る資料及び最終掘削範囲（平面・深度、掘削量等） 

   ②掘削面の写真撮影、観察（廃棄物の種類等）、簡易スケッチ 

   ③掘削物（廃棄物）の写真撮影、観察（廃棄物の種類等）        

   ④分析試料の採取箇所、分析結果及び評価 

   

５．掘削調査工程 

 
 表 5.1-1に掘削調査工程表を示す。 
 第７回委員会において掘削調査内容の審議・決定後に掘削調査を着手し、掘削調査期間は約は１

ヶ月とする。 
 ※ 表 5.1-1は、現地の掘削調査が 10月５日から着手した場合の工程表である。 
                 
                 表 5.1-1 掘削調査工程表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６．安全対策 

 
  掘削調査における安全対策は、以下の２項目について考える。  
 
       ①法面及び中央部での掘削作業中の安全対策 

       ②掘削作業中の作業員の健康に係わる安全対策 

 
   ①は一般的な土木作業における作業安全対策である。 
   ②は作業中の作業員の健康に係わる安全対策及び掘削調査による周辺環境への影響監視である。 
  
 
  6.1  ①法面及び中央部での掘削作業中の作業安全及び環境対策 

    
○掘削重機周辺の安全確保 

    重機が稼働する周辺は危険なため、重機周辺には、作業関係以外者に対して作業範囲を明示する 

ロ－プ等を張りが立ち入らないようにする。 
 
   ○重機の設置の安全性確保 

    廃棄物は性状が均質でないため、地表面が緩く重機の支持力を十分有していないことが想定され

る。このため、敷鉄板を敷設することにより、重機の安定を図る。 
   特に、ケ－シング堀重機の全高は 10m以上と高いため、設置地盤に対しては注意する。 
 
   ○掘削法面の安定管理 

    掘削勾配は 1:0.5と急勾配であり、作業中の法面安定が懸念される。法面掘削中は掘削法面及び
法面上面の監視を行う。法面のクラック等の変状が確認された場合は、直ちに作業を一旦中止し、

掘削法面の勾配等について検討を行い、安全対策が確認できるまで作業を休止する。 
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作業前のQC活動
（当日の作業確認）

当日の作業開始の確認

午後の作業開始

作業終了

作業中の定時・定点観測

作業中の定時・定点観測

作業前の定時・定点観測

作業後の定時・定点観測監督員に報告

当日の作業完了

報告

報告

報告

報告

6.2  ②掘削作業中の作業員の健康に係わる安全対策 
   掘削調査工事の実施に際して、作業員の健康管理を行うため以下の安全対策を行う。 

 

1)事前準備 

○作業員も含めた調査関係者全員に、当該地の調査の目的及び安全対策について周知徹底を

行う。 

   ○安全対策のための必要な装備（モニタリング機器、防毒マスク等）、連絡体制等の確認して

おく。 
   ○モニタリング監視地点の選定等を行い、モニタリング手順を定めておく。 
 

 2)作業中のモニタリング 

   ○作業開始前の対応    → 当日の作業前のガス濃度の事前観測、吹き流し等による風

向きの確認、処分場周辺の臭いの確認する。 
   

○作業中の安全対策    → 定点・定時のガスモニタ－による処分場周辺の観測・監視

を行う。 
   

○作業終了後の安全対策  → 作業中と同様に、作業終了時点のガスモニタ－による処分

場周辺の観測・監視を行う。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           図 6.2-1  作業の流れと定時・定点観測による安全確認 

3)掘削作業に係わる直接的な対策 

  ○掘削底面での安全対策 

掘削作業に伴い有毒ガスが掘削底面に滞留する恐れがあることから、掘削底面において、作

業前・中にガス測定を行う。また、掘削底面作業を行う場合には、送風機等で十分換気をす

る。測定時は防毒マスクを装着する。 
 

○掘削中の廃棄物飛散防止対策 

当日の風向きや風力を作業前、作業中に定期的に観測する。廃棄物が飛散する場合には、レ

インガン等による散水を行い飛散防止を行う。レインガンでも飛散防止ができないほどの状

態（強風）であれば、掘削作業を一旦中止し、シ－トを緊急的に敷設し飛散防止を行う。 
掘削法面は、掘削に支障ない範囲で段階的に遮水性のシ－トを覆い、飛散・流出防止対策を

行う。 
 
○作業員の安全装備等 

     作業前に定点・定時のガスモニタ－を行い、十分安全を確認して工事を開始する。ガスが滞

留しやすい掘削凹部で作業する場合は防毒マスク（硫化水素用マスク）装着して工事を行う。 
なお、吸収剤およびその散布設備を常備しておく。 

 
   4)緊急時の対応  

 

 ○処分場内において硫化水素が発生した場合の対応 

緊急時対応 作業開始前および作業終了後に、実施したガスモニター測定で

10ppm (警報値）を超えた場合、作業中に作業員が携帯している

ガスモニターが警報（10ppm 超過）を発した場合 

 

・緊急事態を感知した作業員は、大声で周囲に知らせ、現場責任者に連絡する。現場責任者は、

作業を中止し、作業員全員を安全な場所に退去させる。 

・現場責任者は、現場監視を行っている監督員（県職員）に通報し、監督員の指示のもとに最寄

自治会代表に連絡した上で、関係機関に連絡をする。 

・連絡を受けた監督員（県職員）は、携帯するガスモニターにより、処分場周辺の最寄りの場所

でガス測定を行い、掘削調査施工業者に適切な指示をする。 

・監督員（県職員）より指示を受けた掘削調査施工業者は、作業安全上必要な装備を行い、現場

責任者の指示に基づき、危害防止のための吸収剤の散布等を行うなどして、濃度が低下するまで

必要な措置を講じるものとする。 

 

 
 


